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市 政 ル ポ 広
ひ ろ し ま

島市

２
０
０
万
人
広
島
都
市
圏
構
想
で
元
気
を
牽
引
！

拠
点
都
市
と
し
て
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

《
カ
ー
プ
愛
》と 

広
島
駅
大
改
造
が
醸
し
出
す
熱
気

　

今
回
の
取
材
は
昨
年
10
月
24
日
午
後
か
ら
25
日
に

か
け
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
特
に
24
日
午
後

の
広
島
の
中
心
市
街
地
は
、
異
様
な
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
た
。
理
由
は
２
つ
あ
る
。

　

１
つ
は
、
広
島
市
民
・
県
民
の
愛
し
て
止
ま
な

い
《
広
島
東
洋
カ
ー
プ
》
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
進
出
を

懸
け
た
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
リ
ー
ズ
が
、
24
日

夜
に
天
王
山
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
あ

る
。
セ
・
リ
ー
グ
連
覇
を
遂
げ
た
カ
ー
プ
は
、
３

位
か
ら
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
に
よ
も
や
の
苦
戦
を
続
け
、
24
日
夜
の

試
合
に
負
け
れ
ば
日
本
シ
リ
ー
ズ
に
出
場
で
き
な

く
な
る
瀬
戸
際
の
状
況
に
あ
っ
た
。

　

昭
和
20
年
８
月
６
日
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
壊
滅

的
な
状
況
に
陥
っ
た
広
島
市
の
戦
後
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
り
、
市
民
・
県
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原

動
力
に
も
な
っ
て
き
た
市
民
球
団
《
広
島
東
洋
カ
ー

プ
》
の
ピ
ン
チ
と
あ
っ
て
、
広
島
駅
周
辺
に
は
応
援

グ
ッ
ズ
を
持
ち
、
真
っ
赤
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
た
人
々
の
姿
が
そ
こ
か
し
こ
で
見
ら
れ
た
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
残
念
な
が
ら
、
カ
ー
プ
の
日
本

シ
リ
ー
ズ
進
出
の
期
待
は
断
た
れ
た
。
そ
の
話
題
を

翌
25
日
の
取
材
の
冒
頭
で
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
っ
て
い
る
と
、
松
井
一
實
・
広
島
市
長
は
開
口

一
番
、「
い
や
い
や
、
カ
ー
プ
に
関
し
て
の
お
悔
や

み
の
言
葉
で
し
た
ら
、
昨
夜
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
嫌
と

い
う
ほ
ど
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
う
十
分
で
ご
ざ
い

ま
す
（
笑
）」
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
機
先
を
制
せ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。

　

実
際
、
カ
ー
プ
の
存
在
や
そ
の
成
績
の
浮
沈
は
、

広
島
市
民
・
県
民
に
と
っ
て
、
よ
そ
の
人
間
に
は
測

り
知
れ
な
い
重
み
が
あ
る
の
に
違
い
な
い
。

　

そ
し
て
10
月
24
日
・
25
日
の
広
島
の
中
心
市
街
地

に
あ
ふ
れ
て
い
た
も
う
一
つ
の
熱
気
は
、
週
末
の
29

日（
日
）に
、
広
島
市
の
陸
の
玄
関
・Ｊ
Ｒ
広
島
駅（
新

幹
線
と
山
陽
本
線
・
芸
備
線
・
呉
線
・
可
部
線
の
４

つ
の
在
来
線
が
結
節
）
の
南

北
自
由
通
路
（
中
・
四
国
地
方
最
大
の
幅
員
15
ｍ
）

が
、
い
よ
い
よ
全
面
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
起

因
し
て
い
た
。
さ
ら
に
29
日
に
は
、
自
由
通
路
が

通
る
橋
上
駅
部
分
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
エ
キ
エ
」
の
２
Ｆ
部
分

（
１
Ｆ
・
地
上
部
分
は
来
春
竣
工
予
定
）
も
、
華
々

松
まつい

井一
かず み

實
広島市長
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し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。

　

広
島
駅
の
大
改
造
は
平
成
28
年
10

月
の
新
幹
線
口（
北
口
）ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
の
完
成
、
同
29
年
５
月

の
橋
上
駅
舎
新
設
工
事
の
完
了
と
南

北
自
由
通
路
の
一
部
使
用
開
始
、
同

９
月
の
新
幹
線
口
広
場
の
完
成
、
同

10
月
の
広
島
駅
総
合
案
内
所
の
開
設

な
ど
順
調
に
進
ん
で
き
た
。

　

１
日
の
乗
降
客
数
約
15
万
人
を
数

え
る
広
島
駅
は
、
こ
れ
ま
で
も
広
島

市
の
玄
関
口
と
し
て
機
能
し
て
き

た
。
し
か
し
平
成
8
年
12
月
7
日
、

広
島
県
内
に
２
つ
の
世
界
文
化
遺
産

（
広
島
市
・
原
爆
ド
ー
ム
、
廿
日
市
市
・
嚴
島
神
社
）

が
同
時
に
誕
生
し
て
以
来
、
広
島
県
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
数
は
、
世
界
遺
産
登
録
前
の
６
倍
以
上
と

な
り
、
現
在
で
は
年
間
２
０
０
万
人
を
突
破
し
て
い

る
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
、
広
島
を
目
指
す
国
内
旅
行

者
数
の
伸
び
に
も
好
影
響
を
与
え
て
お
り
、
観
光

地
・
広
島
は
今
大
い
に
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　

２
つ
の
世
界
遺
産
を
同
時
に
観
光
す
る
た
め
の
拠

点
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
的
に
も
最
も
便
利
な
広
島
駅

の
大
改
造
は
、
そ
う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
景
気
と

そ
れ
に
付
随
す
る
観
光
ブ
ー
ム
が
、「
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
、
さ
ら
に
加
速
度
的
に
な
る
こ
と
を
見
越

し
て
の
も
の
」（
松
井
市
長
）で
も
あ
る
。
同
時
に
広

島
観
光
の
玄
関
口
で
あ
る
広
島
駅
は
「
広
島
空
港
と

の
連
携
も
含
め
て
、
中
国
地
方
全
域
を
視
野
に
入

れ
た
広
域
観
光
の
拠
点
で
あ
り
、
玄
関
口
」（
松
井

市
長
）な
の
だ
。

広島東洋カープの新・本拠地マツダスタジアム（広島市民球場）。旧市民球場の
跡地利用も注目を集めている

外国人観光客も目立つ“原爆ドーム”と“平和記念公園”

広島市
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こ
の
「
中
国
地
方
全
域
を
常
に
視
野
に
入
れ
て
考

え
る
」
姿
勢
は
、
地
方
中
枢
都
市
と
し
て
の
長
い
歴

史
を
有
す
る
、
広
島
市
の
よ
う
な
立
場
の
都
市
な
ら

で
は
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

２
０
０
万
人
超
の 

都
市
圏
を
輝
か
せ
る
エ
ン
ジ
ン

　

広
島
市
は
明
治
22
年
４
月
１
日
の
市
制
施
行
で
誕

生
し
た
、
わ
が
国
最
初
の
市（
31
市
）の
一
つ
。
以
来
、

広
島
市
は
県
都
と
し
て
の
存
在
感
は
も
と
よ
り
、
中

国
・
四
国
地
方
最
大
の
人
口
（
平
成
29
年
10
月
現
在

約
１
１
９
万
５
０
０
０
人
）
を
擁
す
る
地
方
中
枢
都

市
と
し
て
発
展
を
続
け
、
中
四
国
地
方
の
振
興
を
多

方
面
か
ら
牽
引
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　

少
子
高
齢
化
と
と
も
に
、
人
口
減
少
が
全
国
的
に

進
み
つ
つ
あ
る
現
在
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
都

市
に
は
、
各
圏
域
に
お
け
る
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の

牽
引
力
が
よ
り
一
層
、
求
め
ら
れ
て
く
る
。
そ
う
い

う
意
味
合
い
に
お
い
て
も
広
島
市
は
、
平
成
29
年
３

月
末
現
在
で
全
国
に
23
カ
所
あ
る
「
連
携
中
枢
都
市

圏
」
を
形
成
す
る
連
携
中
枢
都
市
の
一
つ
と
し
て
、

ま
す
ま
す
そ
の
役
割
は
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

（
広
島
広
域
都
市
圏
。
広
島
市
に
よ
る
連
携
中
枢
都

市
宣
言
は
平
成
28
年
２
月
15
日
、
全
国
で
13
番
目
に

実
施
さ
れ
た
）。

　

何
し
ろ
広
島
広
域
都
市
圏
は
、
構
成
自
治
体
が

11
市
13
町
（
広
島
県
／
広
島
市
・
呉
市
・
竹
原
市
・

三
原
市
・
大
竹
市
・
東
広
島
市
・
廿
日
市
市
・
安

芸
高
田
市
・
江
田
島
市
・
府
中
町
・
海
田
町
・
熊

野
町
・
坂
町
・
安
芸
太
田
町
・
北
広
島
町
・
大
崎

上
島
町
・
世
羅
町
、
山
口
県
／
岩
国
市
・
柳
井
市
・

周
防
大
島
町
・
和
木
町
・
上
関
町
・
田
布
施
町
・

平
生
町
）
と
全
国
の
連
携
中
枢
都
市
圏
の
中
で
も
突

出
し
て
多
く
、
圏
域
は
広
島
県
・
山
口
県
に
ま
た

が
っ
て
い
る
。
２
県
に
ま
た
が
る
連
携
中
枢
都
市

圏
は
、
本
圏
域
を
含
め
３
つ
で
あ
り
、
圏
域
人
口

（
約
２
３
２
万
５
０
０
０
人
）
の
多
さ
も
際
立
っ
て

い
る
。
ま
た
、
広
島
市
は
連
携
中
枢
都
市
の
中
で

唯
一
の
１
０
０
万
人
超
の
都
市
で
も
あ
る
。

　
「
広
島
広
域
都
市
圏
は
広
島
市
の
都
心
部
か
ら
、

お
よ
そ
半
径
60
㎞
圏
内
、
車
で
約
1
時
間
の
圏
内
の

自
治
体
で
形
成
し
て
い
ま
す
。
２
県
に
ま
た
が
っ
て

い
る
の
は
、
一
つ
に
は
広
島
市
が
県
西
部
に
位
置
し

て
い
る
た
め
で
す
が
、
東
は
三
原
市
エ
リ
ア
か
ら
西 豊かな水辺空間を活用したまちづくり「水の都ひろしま」

広島駅の南北自由通路（左）とペデストリアンデッキ（右）
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は
山
口
県
柳
井
市
エ
リ
ア
ま
で
の
圏
域
は
、
昔
か
ら

広
島
と
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
深
く
結
び
つ
い
て

き
た
事
実
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
24
市
町
に
よ
る
圏
域
の
総
人
口
は
現
在

２
３
３
万
人
弱
で
す
が
、
２
０
４
０
年
に
は
１
９
６
万

人
に
、
２
０
６
０
年
に
は
１
６
０
万
人
に
ま
で
減
少

す
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
圏
域
内
人

口
の
２
０
０
万
人
超
の
維
持
を
目
指
し
、
実
現
し
て

い
く
こ
と
が
圏
域
内
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
圏
域
内
外
か
ら
の
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
が
圏
域
内
で
循
環
し
、
圏

域
内
の
地
域
資
源
や
地
域
産
業
が
付
加
価
値
を
生
み

続
け
る
《
ロ
ー
カ
ル
経
済
圏
》
の
構
築
に
向
け
、

《
２
０
０
万
人
広
島
都
市
圏
構
想
》に
基
づ
く
圏
域
活

性
化
の
た
め
の
各
種
施
策
を
、
圏
域
内
の
各
市
町
と

の
連
携
に
よ
り
既
に
実
践
し
始
め
て
い
ま
す
」（
松
井

市
長
）

　

松
井
市
長
は
さ
ら
に
、「
２
０
６
０
年
に
圏
域
人

口
２
０
０
万
人
超
を
維
持
す
る
に
は
、
広
島
市
本
体

の
人
口
も
１
１
０
万
人
以
上
に
維
持
（
２
０
６
０
年

の
推
計
人
口
は
93
万
人
強
）
す
る
こ
と
を
目
指
す
必

要
」が
あ
り
、「
そ
の
た
め
の
施
策
を
圏
域
内
市
町
と

の
連
携
施
策
と
一
体
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
圏
域

内
の
自
律
的
で
持
続
的
な
発
展
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い

て
は
中
四
国
地
方
の
発
展
に
も
資
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
」と
続
け
る
。

　

そ
れ
で
は
圏
域
の
活
性
化
と
広
島
市
の
活
性
化

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
に
、
同
時

進
行
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
従
来
の
中
央
集
権
・
一
律
規
制
を
ベ
ー
ス
と
し

た
、《
競
争
》を
前
提
と
す
る
行
政
展
開
か
ら
、
地
方

分
権
・
多
様
な
規
制
を
ベ
ー
ス
と
し
、
自
治
体
間
の

協
調
・
協
働
を
促
す
行
政
展
開
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い

く
こ
と
、
こ
れ
が
何
よ
り
も
重
要
な
基
本
姿
勢
だ
と

考
え
ま
す
。
実
際
、
例
え
ば
既
に
本
市
の
経
済
活
動

は
、
近
隣
市
町
か
ら
働
き
に
来
る
人
た
ち
に
も
支
え

ら
れ
て
お
り
、
市
内
の
産
品
・
製
品
は
近
隣
市
町
で

の
消
費
に
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
現
状
を
考
え
た
だ
け
で
も
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
と
い
う
共
通
の
課
題
を
持
つ
私
た
ち
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
も
自
分
た
ち
の

市
だ
け
で
な
く
、
視
野
を
広
く
近
隣
市
町
に
も
広
げ

て
積
極
的
に
連
携
し
、
広
島
広
域
都
市
圏
と
し
て
全

体
を
良
く
し
て
い
く
よ
う
な
形
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
」

　

大
方
の
事
業
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
だ
が
、
自
動

車
を
は
じ
め
と
す
る
基
盤
産
業
の
圏
域
内
調
達
や
農

水
産
物
・
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
圏
域
内
で

の
地
産
地
消
、
圏
域
内
の
周
遊
観
光
な
ど
、
す
べ
て

に《
循
環
》の
視
点
を
貫
い
た
施
策
、
事
業
が
企
図
さ

れ
て
い
る
。

　
「《
循
環
》
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
た
め
に
、
圏
域

内
の
広
域
的
公
共
交
通
網
の
充
実
・
強
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
広
島
市
等
に
備
わ
っ
て
い

る
商
業
や
医
療
、
学
術
・
研
究
な
ど
の
高
次
都
市
機

能
に
つ
い
て
も
、
圏
域
内
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
広
く

享
受
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
」と
す
る
松
井
市
長
は
、「
広
島
市
が
輝
く
こ
と
が

圏
域
の
輝
き
を
も
た
ら
し
、
圏
域
が
輝
く
こ
と
が
広

島
市
に
も
輝
き
を
も
た
ら
す
。
そ
の
た
め
の
エ
ン
ジ

平和記念公園・原爆ドームと宮島・嚴島神社を45分で結ぶ水上バス

市内を縦横にネットして人気が高い市民と旅行者の足・広電（広島電鉄）
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ン
役
を
務
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
広
島
市
の
役
割
で
あ

り
覚
悟
な
の
で
す
」と
続
け
る
。

留
ま
る
こ
と
の
な
い 

平
和
活
動
の
取
り
組
み

　

エ
ン
ジ
ン
役
と
し
て
の《
役
割
と
覚
悟
》に
つ
い
て

は
、
原
爆
を
投
下
さ
れ
た
都
市
・
広
島
市
が
、
戦
後

一
貫
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
継
続
し
て
き
た
「
平

和
活
動
」に
つ
い
て
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

原
爆
投
下
か
ら
４
年
後
の
昭
和
24
年
８
月
６
日
、

国
は
憲
法
第
95
条
に
基
づ
く
特
別
法
「
広
島
平
和
記

念
都
市
建
設
法
」
を
公
布
・
施
行
し
た
。
広
島
市
の

都
市
建
設
の
理
念
で
も
あ
る
同
法
の
目
的
と
し
て
、

同
法
第
１
条
に
は
「
恒
久
の
平
和
を
誠
実
に
実
現
し

よ
う
と
す
る
理
想
の
象
徴
と
し
て
、
広
島
市
を
平
和

記
念
都
市
と
し
て
建
設
す
る
」と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
法
律
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
国
は
広
島

市
を
世
界
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
、
そ
の
理

念
に
添
っ
た
平
和
記
念
都
市
を
建
設
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
、
広
島
市
は
実
際
、
多
大
な
援
助
を
各
方
面

か
ら
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
日
の
発
展
に
至
る
基
盤

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
先
人

が
推
し
進
め
て
き
た
、
平
和
都
市
建
設
の
努
力
と
思

想
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
願
い
で
あ

る
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指

す
ま
ち
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
松
井

市
長
）

　

広
島
市
が
戦
後
一
貫
し
て
進
め
て
き
た
平
和
都

市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
、
歴
代
市
長
に
よ
る
平
和
宣
言
の

世
界
発
信
が
そ
の
代
表
例
で
あ
ろ
う
が
、
ほ
か
に
も

１
９
９
１
年
に
国
連
経
済
社
会
理
事
会
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

登
録
さ
れ
た
「
平
和
首
長
会
議
」（
平
成
29
年
12
月
1

日
現
在
、
世
界
１
６
２
カ
国
・
地
域
の
７
５
１
４
都

市
が
参
加
。
国
内
で
は
全
市
区
町
村
の
98
％
に
当
た

る
１
７
０
８
都
市
が
参
加
。
会
長
＝
広
島
市
、
副
会

長
＝
長
崎
市
な
ど
14
市
）の
国
内
外
に
お
け
る
活
動
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
平
和
情
報
の
発
信
、
国
内

外
の
大
学
に
向
け
た「
広
島
・
長
崎
講
座
」開
設
・
普

及
の
呼
び
掛
け
な
ど
幅
広
い
。

　
「
と
り
わ
け
平
和
首
長
会
議
が
策
定
し
、
最
終
目

標
と
し
て
２
０
２
０
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
を
目
指

す
行
動
指
針『
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
』の
推
進
は
、
広

島
の
平
和
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
昨
年
７
月
、
核
兵
器
禁
止

条
約
が
、
国
連
で
１
２
２
カ
国
の
賛
同
を
得
て
採
択

さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
と
も
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
」

　

取
材
で
訪
れ
た
原
爆
ド
ー
ム
、
広
島
平
和
記
念

資
料
館
、
原
爆
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
並
ぶ
平
和
記
念
公
園
に
は
、
多
数
の
外
国
人

旅
行
者
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
し
か
も
沈
痛
な
表
情

で
頭
を
垂
れ
、
祈
り
を
捧
げ
た
り
、
核
兵
器
廃
絶

に
関
し
て
署
名
す
る
外
国
人
旅
行
者
の
多
い
こ
と

が
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
は
、

広
島
市
が
長
崎
市
な
ど
と
と
も
に
た
ゆ
ま
ず
続
け

て
き
た
平
和
活
動
の
成
果
が
、
深
く
静
か
に
世
界

に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
る
に
違
い
な

い
と
も
思
わ
れ
た
。

広島平和記念資料館の展示物を前に、一様に無言のままくぎ付けになる外
国人旅行者や修学旅行生たち

被爆した建物も復興資料として保存されている中心市街地
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（広島県）

防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
と 

復
興
の
ま
ち
づ
く
り

　

取
材
の
最
後
に「
平
成
26
年
８
月
広
島
豪
雨
災
害
」

の
現
場
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
平
成
26
年
８
月
20

日
に
広
島
市
を
襲
い
、
土
石
流
や
崖
崩
れ
な
ど
を
起

こ
し
、
77
人
も
の
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
の
豪
雨
災
害

は
、
今
も
記
憶
に
新
し
い
。

　

あ
れ
か
ら
３
年
│
│
。
土
石
流
・
崖
崩
れ
に
よ
り

被
害
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
安
佐
南
区
（
八
木
・
緑

井
地
区
、
山
本
地
区
）、
安
佐
北
区
（
可
部
東
地
区
、

三
入
南
・
桐
原
地
区
、
大
林
地
区
）の
被
災
現
場
は
、

平
成
27
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
復
興
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
則
っ
て
、
急
速
な
復
興
を
遂
げ
つ
つ

あ
っ
た
。

　
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
災
害
発
生

か
ら
10
年
間（
平
成
36
年
ま
で
）を
復
興
ま
ち
づ
く
り

期
間
と
位
置
付
け
、
地
区
ご
と
の
防
災
・
減
災
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で

取
り
組
む
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
特
に
緊
急
対
策

が
求
め
ら
れ
た
砂
防
堰
堤
の
整
備
で
は
、
国
の
緊
急

事
業
と
し
て
、
対
象
地
区
に
あ
る
28
渓
流
の
う
ち
、

豪
雨
の
際
に
著
し
い
被
害
を
生
じ
さ
せ
た
24
渓
流
に

つ
い
て
、
不
安
定
な
土
砂
に
対
す
る
安
全
確
保
の
た

め
の
工
事
が
昨
年
５
月
に
完
成
し
て
お
り
ま
す
」（
松

井
市
長
）

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
被
災
し
た
地

域
を「
今
後
と
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
と

す
る
た
め
」
の
施
設
整
備
や
被
災
住
宅
再
建
支
援
を

行
う
と
い
う
基
本
方
針
が
目
を
引
く
。
全
国
の
大
都

市
圏
に
は
、
こ
の
広
島
市
に
お
け
る
被
災
地
域
の
よ

う
に
、
丘
陵
地
帯
を

切
り
開
い
て
整
備
さ

れ
た
過
密
な
住
宅
地

が
少
な
く
な
い
。
丘

陵
地
帯
に
付
き
物
で

あ
る
渓
流
（
雨
が
降

る
と
生
じ
る
谷
間
の

水
路
）
の
砂
防
堰
堤

整
備
は
、
局
地
的
な

集
中
豪
雨
が
発
生
し

や
す
い
近
年
の
気
象

状
況
下
に
お
け
る
防

災
・
減
災
を
意
識
し

た
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
不
可
欠
の
要
素
だ
。

　

そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
、
広
島
市
が
現
在

行
っ
て
い
る
、
被
災
地
を
生
か
す
形
で
整
備
・
強
化

し
、
再
生
す
る
復
興
の
手
法
と
そ
の
成
果
は
、
こ
れ

か
ら
先
、
全
国
の
大
都
市
圏
の
注
目
を
集
め
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
広
島
市
長
と
し
て
実
践
し
て
い
き
た
い
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
は
一
貫
し
て
『
活
力
と
に
ぎ
わ
い
、
市

民
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
平
和
へ
の

思
い
の
共
有
』
の
実
現
や
維
持
に
あ
る
」
と
語
る
松

井
市
長
。
そ
の
松
井
市
長
が
将
来
的
に
山
陰
方
面

や
四
国
方
面
に
も
波
及
の
環
を
広
げ
た
い
と
す
る

「
２
０
０
万
人
広
島
都
市
圏
構
想
」の
今
後
の
推
移
に

注
目
し
続
け
た
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
29
年
10
月
25
日
）市内上空から見た瀬戸内海

避難路となる都市計画道路の整備も本格化

平成26年8月広島豪雨災害被災地では、砂防堰堤の整備が進行中
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